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社 内 回 覧

新理事長挨拶       … … … … … …   1

6月度理事会の概要

情  報

◎ 消防法の一部を改正する法律 (法律第 38号)
官報号外第 139号、平成 24年 6月 27日   ・・ 。 4～ 7

◎ 第 1種 。第 2種消防設備点検資格者 (再)講習実施予定表
防火対象物点検資格者 (再)講習実施予定表    ・・・ 8～ 15

事務局だより

。組合員情報・共済制度について 。注文は今後もFAXで  。・ 。 16



理 事長新任 の ご挨 拶

永井 龍馬
去る 5月 の組合総会の理事長選挙を経て新たに理事長 となりました

有限会社テック防災の永井龍馬 と申します。

埼玉は熊谷の地で細々と生業を営み、現役で現場に出続けております。

理事長 として皆様をグイグイ引つ張つて行 く力は持ち合わせていません

が、強力な理事さん方の力をお借 りして、また、非力な一組合員の目線     ・
でより有用な組合になるようチャレンジしてまい りますので、どうぞ

宜 しくお願いします。

6月 度理事会議事録

開催 日時 :  平成 24年 6月 27日 (水)13時 30～ 16時 00分
開催 場所 : ルノアール飯田橋西口店 。会議室

千代田区富士見 2-2-6今 井ビル 2階
出席役員数 : 7人

(1)理 事長挨拶
ご多用中参集いただきありがとうございます。

只今から6月 度理事会を開催します。宜しくお願いします。

(2)議案の審議

第 1号議案 組合新規加入の件 (承認 )
(株 )カ ワカミ消防設備
代表取締役 川上治実
住所 戸田市笹目5-11-10



第 2号議案 三役の確認の件 (承認 )
理事長  永井龍馬
副理事長 藤岡 久、広江隆一
専務理事 大塚浩二

第 3号議案 各理事の役割分担 (担 当)の 件
① 今年度の重要課題

・組合財政の健全化を図るため共同購買事業の改革・充実を図る

必要がある。

② 関連事項 (確認 )

・研究部会について 。… 理事会の諮問機関としての機能を持つ。

・開発について・・・開発対象は製品・商品だけでなく事業の

在 り方等も含む。

青年部も堅実な活動を行つているので

連携を視野に入れる。

③ 組織及び担当は、添付別紙のとお り。

(5)そ の他 :

次回理事会

日時  7月 19日 (木 )
場所  区民セ ンター 3B
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平成 24年 6月度業務報告

・月 日 (曜)    ・内 容 等           。来局理事等

5月 24日 (木) 5月 度理事会 (東京ガーデンパレス会議室)
業務決裁     ・・・  藤岡前副理事長
第45回通常総会 (東京ガーデンパレス)
理事会 (同上会議室)

組合ホームページ・リニューアル説明会 (東京ガーデンパレス)

懇親会 (同上)

5月 25日 (金) 東京第 3支部会 (ニュー本郷)
。・・  岡野事務局長

神奈川県防災消防協同組合・団体結成 50周年記念祝賀会
・・・  永井理事長、岡野事務局長

5月 28日 (月 ) 業務決裁     ・・・  広江前専務理事
5月 29日 (火) 業務決裁     ・・・  藤岡前副理事長 (会社にて)

6月  6日 (水) 業務決裁     ・・・  広江専務理事
6月  7日 (木) 日本火災報知機工業会・平成 24年度功労者表彰

・・・  荻前理事長受賞
6月  8日 (金) 業務決裁     ・・・  藤岡前副理事長 (会社にて)
6月 14日 (木) 防排煙設備検討委員会 (第 33回 )

・・・  広江前専務理事、岡野事務局長
6月 15日 (金) 経理指導     ・・・  小出会計事務所
6月 22日 (金) 業務決裁     ・・・  藤岡前副理事長 (会社にて)

青年部通常総会 (第 7回)  ・・・  永井理事長
6月 25日 (月 ) 業務決裁          ・・・  広江専務理事

6月 27日 (水) 6月 度理事会 (ルノアール飯田橋会議室)
業務決裁     ・・・  永井理事長
業務決裁     ・・・  藤岡前副理事長



消
防
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成

二
十

四
年
六
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣
　
野
田
　
佳
彦

法
律
第
二
十
八
号

消
防
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

消
防
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
二
第

一
項
各
号
中

「第
八
条
の
二
第
二
項
」
を

「第
八
条
の
二
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第

一
項
中

「を
定
め
」
の
下
に

「、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を
加
え
、
「衡
０
わ
せ
な
け
れ
ば
」
を

「行
わ
せ
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
二
第

一
項
中

「こ
れ
ら
の
防
火
対
象
物
に
つ
い
て
、
消
防
計
画
の
作
成
そ
の
他
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業

務
に
関
す
る
事
項
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
、
協
議
し
て
、
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
」
を

「政
令
で
定
め
る
資
格

を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
こ
れ
ら
の
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
統
括
す
る
防
火
管
理

者

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「統
括
防
火
管
理
者
」
と
い
う
。
）
を
協
議
し
て
定
め
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

当
該
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
消
防
計
画
の
作
成
、
当
該
消
防
計
画
に
基
づ
く
消
火
、
通
報
及
び
避
難
の
訓
練

の
実
施
、
当
該
防
火
対
象
物
の
廊
下
、
階
段
、
避
難
口
そ
の
他
の
避
難
上
必
要
な
施
設
の
管
理
そ
の
他
当
該
防
火
対
象

物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

「前
項
」
を

「前

二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
」
を

「防
火
対
象
物
に
つ
い
て
統
括
防
火
管
理
者
」
に
、

「当
該
事
項
」
を

「統
括
防
火
管
理
者
」
に
改
め
　
同
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

消
防
長
又
は
消
防
署
長
は
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
統
括
防
火
管
理
者
の

行
う
べ
き
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
が
法
令
の
規
定
又
は
同
項
の
消
防
計
画
に
従
つ
て
行
わ
れ
て
い
な
い
と
認
め
る

場
合
に
は
、
同
項
の
権
原
を
有
す
る
者
に
対
し
、
当
該
業
務
が
当
該
法
令
の
規
定
又
は
同
項
の
消
防
計
画
に
従
つ
て

行
わ
れ
る
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
の
二
第
二
項
中

「前
項
」
を

「第

一
項
」
に
、
「総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
」
を

「規
定
に
よ
り
統
括
防
火
管

理
者
」
に
、
「当
該
事
項
を
変
更
し
た
」
を

「こ
れ
を
解
任
し
た
」
に
改
め
、
同
条
第

一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

統
括
防
火
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務

を
行
う
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
権
原
を
有
す
る
者
が
前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り

そ
の
権
原
に
属
す
る
当
該
防
火
対
象
物
の
部
分
ご
と
に
定
め
た
同
項
の
防
火
管
理
者
に
対
し
、
当
該
業
務
の
実
施
の

た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
前
項
に
規
定
す
る
防
火
管
理
者
が
作
成
す
る
消
防
計
画
は
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
り

統
括
防
火
管
理
者
が
作
成
す
る
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
消
防
計
画
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

第
八
条
の
二
の
二
第

一
項
中

「第
二
十
六
条
第
二
項
」
を

「第
二
十
六
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十

一
条
の
二
第
二
項
中

「個
別
検
定
」
を

「型
式
適
合
検
定
」
に
改
め
、
「個
々
の
」
を
削
り
、
「と
同

一
で
あ
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
」
を

「に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
総
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
」
に
改
め
る
。

第
二
十

一
条
の
六
第

一
項
第
二
号
及
び
第
二
十

一
条
の
七
中

「個
別
検
定
」
を

「型
式
適
合
検
定
」
に
改
め
る
。

第
二
十

一
条
の
八
中

「個
別
検
定
」
を

「型
式
適
合
検
定
」
に
、
「と
同

一
で
あ
る
」
を

「に
適
合
し
て
い
る
」
に
改

め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

協
会
又
は
第
二
十

一
条
の
三
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
た
法
人
は
、
不
正
の
手
段
に
よ
つ
て
前
項
の
型

式
適
合
検
定
に
合
格
し
た
検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
合
格
の
決
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
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前
項
の
規
定
に
よ
り
合
格
の
決
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
協
会
又
は
第
二
十

一
条
の
三
第

一
項
の
規
定
に
よ
る

登
録
を
受
け
た
法
人
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
、
理
由
を
付
し
て
総
務
大
臣
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
公
示
し
、

か
っ
、
当
該
合
格
の
決
定
を
取
り
消
さ
れ
た
検
定
対
象
機
械
器
具
等
に
係
る
型
式
適
合
検
定
を
受
け
た
者
に
通
知
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十

一
条
の
九
第

一
項
中

「前
条
」
を

「前
条
第

一
項
」
に
、
「個
別
検
定
」
を

「型
式
適
合
検
定
」
に
改
め
る
。

第
二
十

一
条
の
十
及
び
第
二
十

一
条
の
十

一
中

「個
別
検
定
」
を

「型
式
適
合
検
定
」
に
改
め
る
。

第
二
十

一
条
の
十
二
中

「検
定
対
象
機
械
器
具
等
で
」
の
下
に

「第
二
十

一
条
の
八
第
二
項

（前
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
．）
の
規
定
に
よ
り
そ
の
型
式
適
合
検
定
の
合
格
の
決
定
が
取
り
消
さ
れ
た
も
の
若
し
く
は
」

を
加
え
、
「個
別
検
定
」
を

「型
式
適
合
検
定
」
に
改
め
る
。

第
二
十

一
条
の
十
四
を
削
る
。

第
二
十

一
条
の
十
三
第

一
項
中

「前
条
」
を

「前
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十

一
条
の
十
四
と
し
、
第
二
十

一

条
の
十
二
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

第
二
十

一
条
の
十
三
　
総
務
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
火
災
の
予
防
若
し
く
は
警
戒
、
消
火
又
は
人

命
の
救
助
等
の
た
め
に
重
大
な
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
重
大
な
支
障
の
発

生
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
各
号
に
規
定
す
る
販
売
業
者
等
に
対
し
、
当
該
検

定
対
象
機
械
器
具
等
の
回
収
を
図
る
こ
と
そ
の
他
当
該
検
定
対
象
機
械
器
具
等
が

一
定
の
形
状
等
を
有
し
な
い
こ
と

に
よ
る
火
災
の
予
防
若
し
く
は
警
戒
、
消
火
又
は
人
命
の
救
助
等
に
対
す
る
重
大
な
支
障
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め

一‐こ秘厩赦締詭察混窮摯一〓雑崚輸射』駐吐肺き腱議だしてヽ
検定対象機械器具等を販売し、又は検

定
対
象
機
械
器
具
等
の
う
ち
消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器
具
若
し
く
は
設
備
を
設
置
、
変
更
若
し
く
は
修
理
の
請

負
に
係
る
工
事
に
使
用
し
た
こ
と
。

一
一　
販
売
業
者
等
が
販
売
し
た
検
定
対
象
機
械
器
具
等
又
は
販
売
業
者
等
が
設
置
、
変
更
若
し
く
は
修
理
の
請
負
に

係
る
工
事
に
使
用
し
た
検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
う
ち
消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器
具
若
し
く
は
設
備
に
つ
い

て
、
型
式
適
合
検
定
の
合
格
の
決
定
が
第
二
十

一
条
の
八
第
二
項

（第
二
十

一
条
の
十

一
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
取
り
消
さ
れ
た
こ
と
。

第
二
十

一
条
の
十
五
及
び
第
二
十

一
条
の
十
六
中

「個
別
検
定
」
を

「型
式
適
合
検
定
」
に
改
め
る
。

第
二
十

一
条
の
十
六
の
三
第

一
項
中

「当
該
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
で
そ
の
形
状
等
が
総
務
省
令
で
定
め
る
自

主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
に
係
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
す
る
も
の
に
」
を
「自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
に
つ
い
て
、

そ
の
形
状
等
が
総
務
省
令
で
定
め
る
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
に
係
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
総
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
検
査
を
行
い
、
そ
の
形
状
等
が
当
該
技
術
上
の
規
格
に
適
合
す
る
場
合
に

は
」
に
改
め
　
同
条
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

淡ぃ一一の一主表一一嚇『鰤一一一一具等一中一一̈瘍̈次「記を疇一̈一一一」「いい新け一動尋は」』無（］〓壽

第
二
十

一
条
の
十
六
の
六
　
総
務
大
臣
は
、
販
売
業
者
等
が
第
二
十

一
条
の
十
六
の
二
の
規
定
に
違
反
し
て
、
自
主
表

示
対
象
機
械
器
具
等
を
販
売
し
、
又
は
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
の
う
ち
消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器
具
若
し
く

は
設
備
を
設
置
、変
更
若
し
く
は
修
理
の
請
負
に
係
る
工
事
に
使
用
し
た
こ
と
に
よ
り
火
災
の
予
防
若
し
く
は
警
戒

消
火
又
は
人
命
の
救
助
等
の
た
め
に
重
大
な
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
重
大

な
支
障
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
販
売
業
者
等
に
対
し
、
当
該
自
主
表

示
対
象
機
械
器
具
等
の
回
収
を
図
る
こ
と
そ
の
他
当
該
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
が

一
定
の
形
状
等
を
有
し
な
い

こ
と
に
よ
る
火
災
の
予
防
若
し
く
は
警
戒
、
消
火
又
は
人
命
の
救
助
等
に
対
す
る
重
大
な
支
障
の
発
生
を
防
止
す
る

条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
型
式
適
合
検

た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十

一
条
の
十
七
中

「個
別
検
定
」
を

「型
式
適
合
検
定

（第
二
十

一

定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）」
に
改
め
る
。

第
二
十

一
条
の
三
十
六
第

一
項
第
二
号
中

「第
二
十

一
条
の
八
」
を

「第
二
十

一
条
の
八
第

一
項
」
に

「個
別
検
定
」

を

「型
式
適
合
検
定
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中

「消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器
具
等
の
鑑
定
」
を

「依
頼
に
応
じ
、

消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器
具
等
に
関
す
る
評
価
」
に
改
め
る
。

第
二
十

一
条
の
四
十
五
中

「個
別
検
定
」
を

「型
式
適
合
検
定
」
に
改
め
る
。

第
二
十

一
条
の
四
十
六
第

一
項
第
二
号
中

「保
有
し
て
い
る
」
を

「用
い
て
当
該
業
務
を
行
う
も
の
で
あ
る
」
に
改

め
る
。
第
二
十
二
条
第

一
項
中

「質
問
を
す
る
」
を

「質
問
し
、
又
は
火
災
の
原
因
で
あ
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
製

品
を
製
造
し
若
し
く
は
輸
入
し
た
者
に
対
し
て
必
要
な
資
料
の
提
出
を
命
じ
若
し
く
は
報
告
を
求
め
る
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第

一
項
後
段
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
橘
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
宇
旬
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
八
条
の
二
第
二
項

第
八
条
の
二
第
二
項

第
八
条
の
二
第

一
項

第
八
条
第
四
項

第
八
条
第
二
項
及
び
第
二
項

第
八
条
第

一
項

統
括
防
火
管
理
者

規
定
す
る
防
火
管
理
者

防
火
管
理
者
に

防
火
管
理
上

統
括
防
火
管
理
者

癬
火
、
通
報
及
び
避
難
の
訓
練
の
実

統
括
防
火
管
理
者

防
火
管
理
者

（

防
火
管
理
上

政
令
で
定
め
る
資
格

防
火
管
理
上

防
火
管
理
者

防
火
管
理
者

防
火
管
理
者

政
令
で
定
め
る
資
格

統
括
防
災
管
理
者

規
定
す
る
防
災
管
理
者

防
災
管
理
者
に

防
災
管
理
上

統
括
防
災
管
理
者

避
難
の
訓
練
の
実
施

統
括
防
災
管
理
者

防
災
管
理
者

（

防
災
管
理
上

でに火
定関災
めすそ
るるの
資知他
格識の
を災
有害
すの
る被
者害
での
政軽
令減

防
災
管
理
上

防
災
管
理
者

防
災
管
理
者

馴
機
の
訓
練
の
実
施
そ
の
他
防
災
管

防
災
管
理
者

ｕ鍛̈

動̈勒教稽
“魏
藷
雌̈舗

ら
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議

八

条

の

二

の

三

第

六

項

第

二

議
玖
条
の
二
の
三
第

一
項
第
二

議

仏
条

の

二
の
三
第

一
項
第

二

第
入
条
の
二
の
二
第
二
項

第
八
条
の
二
の
二
第

一
項

第
八
条
の
二
第
六
項

嚇
八
条
の
二
第
四
項
及
び
第
五

は
雛
瑚
軒
七
条
の
四
第

一
項
若
し
く

防
火
対
象
物
点
検
資
格
者

は
雛
朝
叶

七
条

の
四
第

一
項
若

し

く

防
火
対
象
物
点
検
資
格
者

」『動̈
硼磁録初̈
曜鰤宕嚇瑯

防
火
管
理
上

防
火
対
象
物
点
検
資
格
者

火
災
の
予
防
に

防
火
管
理
上

統
括
防
火
管
理
者

統
括
防
火
管
理
者

げ
一
中
審
囀
¨
『
器
八六一
勢
舞
一
嗽
師

防
災
管
理
点
検
資
格
者

げ
中
¨
一
囀
¨
『
器
八六一
榊
舞
三． し
略
隷

防
災
管
理
点
検
資
格
者

な
¨
蜘
秋
暖
似
耕
扱̈
舘
∝轍
齢
∝

防
災
管
理
上

防
災
管
理
点
検
資
格
者

秋吸
け誹
微̈
籍
∝轍酪
ぽ定
め
る

防
災
管
理
上

統
括
防
災
管
理
者

統
括
防
災
管
理
者

第
二
十
六
条
第
二
項
中
「同
項
の
防
火
管
理
者
」
を
「第
八
剣
釧
引
創
洲
耐
劉
創
副
釧
到
劇
馴
劉
印
∃
馴
到
ｑ
刻
は
次

の

一
項
を
加
え
る
。

第

一
項
の
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
う
ち
第
八
条
の
二
第

一
項
の
防
火
対
象
物
で
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当

該
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
は
　
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第

一
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第

一
項
の
統
括
防
災
管
理
者
に
、
第
八
条
の
二
第

一
項
の
統
括
防
火
管
理
者
の
行

う
べ
き
当
該
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
六
条
の
三
第

一
項
及
び
第
四
十
条
第

一
項
第
三
号
中

「第
二
十
六
条
第
七
項
」
を

「第
二
十
六
条
第
八
項
」

に
改
め
る
。

第
四
十

一
条
第

一
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

エハ
　
第
二
十

一
条
の
二
第
四
項
、
第
二
十

一
条
の
九
第
二
項

（第
二
十

一
条
の
十

一
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）、
第
二
十

一
条
の
十
六
の
二
又
は
第
二
十

一
条
の
十
六
の
三
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

七
　
第
二
十

一
条
の
十
三
又
は
第
二
十

一
条
の
十
六
の
六
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者

第
四
十

一
条
の
六
中

「個
別
検
定
」
を

「型
式
適
合
検
定
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
第

一
項
第
十

一
号
中

「第
二
十
六
条
第
七
項
」
を

「第
二
十
六
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
の
四
中

「第
二
十

一
条
の
二
第
四
項
又
は
第
二
十

一
条
の
十
六
の
二
の
規
定
に
違
反
し
た
者
」
を

「第

二
十

一
条
の
十
六
の
三
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
検
査
に
係
る
記
録
を
作
成
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
録
を
作
成

し
、
又
は
記
録
を
保
存
し
な
か
つ
た
者
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
の
五
第
二
号
中

「個
別
検
定
」
を

「型
式
適
合
検
定
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
第
二
号
中

「又
は
第
二
十
五
条
の
三
の
二
第
二
項
」
を

「及
び
第
二
十
五
条
の
三
の
二
第
二
項
」
に
改

め
、
同
条
第
二
号
中

「第
五
項
」
を

「第
六
項
」
に
、
「、
第
八
条
の
三
第
二
項
、
第
二
十

一
条
の
九
第
二
項

（第
二
十

一
条
の
十

一
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
又
は
第
二
十

一
条
の
十
六
の
三
第
二
項
」
を

「又
は
第
八
条

の
三
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
六
号
中

「第
二
十

一
条
の
十
三
第

一
項
又
は
第
二
十

一
条
の
十
六
の
六
第

一
項
」

を

「第
二
十

一
条
の
十
四
第

一
項
又
は
第
二
十

一
条
の
十
六
の
七
第

一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
七
号
中

「第
五
項
」

を

「第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
号
及
び
第
二
十

一
号
中

「第
二
十
六
条
第
七
項
」
を

「第
二
十
六
条
第
八
項
」

に
改
め
、
同
条
第
二
十
二
号
を
同
条
第
二
十
三
号
と
し
、
同
条
第
二
十

一
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

二
十
二
　
第
二
十
二
条
第

一
項

（第
二
十
五
条
の
三
第
二
項
及
び
第
二
十
五
条
の
三
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
資
料
の
提
出
又
は
報
告
を
求
め
ら
れ
て
、
資
料
の
提
出
を
せ
ず
、
虚
偽
の
資

料
を
提
出
し
、
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

第
四
十
五
条
第

一
号
中

「又
は
第
二
十
九
条
の
三
の
二
第

一
項
」
を

「、

針十一聾議」一額
「第一孵一〓秘わド銅麟孵〓書坤号「「］鱒輌鶴」を

附
　
則

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一　
附
則
第
五
条
及
び
第
七
条
の
規
定
　
公
布
の
日

一
一　
第
五
条
の
二
第

一
項
各
号
、
第
八
条
第

一
項
　
第
八
条
の
二
、
第
八
条
の
二
の
二
第

一
項
、
第
二
十
六
条
、
第

二
十
六
条
の
二
第

一
項
　
第
四
十
条
第

一
項
第
二
号
及
び
第
四
十
二
条
第

一
項
第
十

一
号
の
改
正
規
定
、
第
四
十

四
条
第
三
号
の
改
正
規
定
∩
第
五
項
」
を

「第
六
項
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
同
条
第
十
七
号
、
第
二

十
号
及
び
第
二
十

一
号
の
改
正
規
定
　
平
成
二
十
六
年
四
月

一
日

（統
括
防
火
管
理
者
の
選
任
に
係
る
届
出
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
消
防
法

（次
条
に
お
い
て

「旧
法
」
と
い
う
。）第
八
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す

る
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
は
、
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

（次
項
に
お
い

て

「
一
部
施
行
日
」
と
い
う
。）前
に
お
い
て
も
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
消
防
法

（以
下

「新
法
」
と
い
う
。）

第
八
条
の
二
第

一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
統
括
防
火
管
理
者
を
定
め
、
同
条
第
四
項
の
規
定
の
例

に
よ
り
そ
の
旨
を
所
轄
消
防
長
又
は
消
防
署
長
に
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
一
部
施
行
日
前
に
前
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
届
出
は
、　
一
部
施
行
日
に
お
い
て
新
法
第
八
条
の
二
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
さ
れ
た
届
出
と
み
な
す
。

３
　
一型

一項
の
規
定
は
、
新
法
第
二
十
六
条
第

一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
新
法
第
八
条
の
二
第

一
項
の
統

括
防
災
管
理
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（型
式
適
合
検
定
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
日

（以
下

「施
行
日
」
と
い
う
。）
前
に
旧
法
第
二
十

一
条
の
八

（旧
法
第
二
十

一
条
の

十

一
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
個
別
検
定
に
合
格
し
た
検
定
対
象
機
械
器
具
等

は
、
新
法
第
二
十

一
条
の
八
第

一
項

（新
法
第
二
十

一
条
の
十

一
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
．）
の
規

定
に
よ
り
型
式
適
合
検
定
に
合
格
し
た
検
定
対
象
機
械
器
具
等
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
旧
法
第
二
十

一
条
の
七

（旧
法
第
二
十

一
条
の
十

一
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
個
別
検
定
の
申
請
は
、
新
法
第
二
十

一
条
の
七

（新
法
第
二
十

一
条
の
十

一
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
型
式
適
合
検
定
の
申
請
と
み
な
す
。

（自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
の
検
査
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
新
法
第
二
十

一
条
の
十
六
の
三
第

一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
五
月

一
日
以
後
に
自
主
表

示
対
象
機
械
器
具
等

（新
法
第
二
十

一
条
の
十
六
の
二
に
規
定
す
る
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
を
い
う
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
旨
の
表
示
を
付
す
る
自
主
表
示
対
象
機
械

器
具
等
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
に
係
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
す
る
も
の
で
あ

る
旨
の
表
示
を
付
す
る
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
二
十
九
条
の
三
の
二
第

一
項
又
は
第
四

「、
第
五
号
及
び
第
七
号
」
に
、
「若
し
く
は
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(号外第 139号 )

（登
録
検
定
機
関
の
申
儲
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
新
法
第
二
十

一
条
の
三
第

一
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人
で
新
法
第
二
十

一
条
の
四
十
六
第

一
項
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
そ
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
新
法
第
二
十

一
条

の
五
十

一
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
業
務
規
程
の
認
可
の
申
請
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

（罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
こ
の
法
律

（附
則
第

一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）

の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ

の
法
律
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（政
令
へ
の
委
任
）

第
七
条
　
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
　
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置

（罰
則

に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。）
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（検
討
）

第
八
条
　
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施

行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
。

総
務
大
臣

内
閣
総
理
大
臣

野 り‖
田 端

佳 達
彦 夫
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第 1種 。第 2種消防設備点検資格者講習実施予定表
(平成24年 10月 ～12月 期分)

受 講 地

(定 員) 実 施 月 日 講 習 会 場 申 請 書 提 出 先
甲 請 期 間

(申請方法 )

青 森 県
(各50人 )

第 1種
10月 2・ 3・ 4日 青森国際ホテル

青森市新町 1618

田青森県消防設備保守協会
0030‐0822 青森市中央 3-20-12

青森県警察本部
交通管制センター内

Z'017‐ 732‐5100

9月 4日 ～18日
(持参又は郵送)第 2種

10月 9 10・ 11日

秋 田 県
(各90人 )

第 1種
10月 16・ 17・ 18日 ルポール みずほ

秋田市山王4212

ll秋田県消防設備保守協会
0010‐0001 秋田市中通 6-7‐ 9

秋田県畜産会館内
で,018-835‐ 5880

9月 12日～26日

(持参又は郵送 )第 2種
10月 23・ 24・ 25日

群 馬 県
(各50人 )

第 1種
11月 6・ 7・ 8日 群馬県公社総合ビル

前橋市大渡町 1-107

(―社)群馬県消防設備協会
0371‐0854 前橋市大渡町
1‐10-7 群馬県公社総合ビル内
で
'027-210‐

8222

10月 1日 ～12日

(持参又は郵送 )第 2種
11月 13・ 14・ 15日

千 葉 県
(各 130人 )

日

種

７

１

月

第

１１ 千葉県自治会館
千葉市中央区中央

4-17-8

ll千葉県消防設備協会
0260‐0801 千葉市中央区
仁戸名町666-2 消防会館内

2'043-268-6033

10月 9日 ～12日
(郵送のみ)第 2種

11月 12・ 13 14日

東 京 都
(各 180人 )

日４

種

３

１

月

第

１２ マツダ八重洲通ビル
9階大ホール

中央区八丁堀 1107

(公財)東京防災救急協会
010卜 0041 千代田区神田須田町
1‐ 34‐ 4 神田グロウビル 1階
で
'03‐

5295‐3080

10月 9日 ～12日
(持参又は郵送 )第 2種

12月 10・ 11・ 12日

神奈 川 県

(各 150人 )

第 1種
11月 27・ 28・ 29日 神奈川県電気工事会館

横浜市中区三吉町 4‐ 1

闘神奈川県消防設備安全協会
02310023 横浜市中区山下町 1
シルクセンター 4階408号室

2,045-201-1908

10月 19日

～‖月 2日
(持参又は郵送 )

第 2種
12月 12 13・ 14日

石 川 県
(各 64人 )

第 1種
10月 10 11 12日 石川県地場産業

振興センター

金沢市鞍月21

田石川県消防設備協会
092卜8043 金沢市西泉 5‐ 93

石川県浄化槽会館 2階
2'076-242‐ 2882

9月 7日 ～18日
(持参又は郵送 )第 2種

10月 16・ 17 18日

愛 知 県
(各 100人 )

第 1種
11月 27 28・ 29日

愛知県産業労働センター

(ウ インクあいち)
小ホール 1

名古屋市中村区名駅
4-4-38

側愛知県消防設備安全協会
0461‐0011 名古屋市東区自壁

l‐50 愛知県白壁庁舎内
で
'052‐
962‐0707

10月 15日 ～22日

(持参又は郵送 )
日に

Ｊ

種

４

２

月

第

‐２

大 阪 府
(各 150人 )

第 1種
10月 15・ 16 17日

たかつガーデン

(大阪府教育会館)
大阪市天王寺区

東高津町 7‐ 11

倶〕大阪府消防設備協会
0540-0032 大阪市中央区天満橋
京町 213 ワキタ天満橋ビル内
で
'06‐

6943-7654

8月 20日
～ 9月 3日

(持参又は郵送)
第 2種
10月 29 30 31日

奈 良 県
(各 120人 )

日

種

５

１

月

第

１２
奈良県中小企業会館
奈良市登大路町38‐ 1

llll奈良県防災安全協会
0630‐8301 奈良市高畑町‖16‐ 6

なら土連会館
t'0742-22‐ 2119

ll月 5日 ～16日
(持参又は郵送)第 2種

12月 12 13・ 14日

和 歌 山県

(各 60人 )

日

種

５

１

月

第

１２
和歌山県勤労福祉会館
プラザホープ

和歌山市北出島
1-5-47

(公財 )和歌山県消防設備保守協会
0640-8249 和歌山市雑賀屋町52

南方ビル 3階
で
'073-402-2657

10月 1日 ～12日

(持参又は郵送 )第 2種
12月 12 13 14日
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受 講 地

(定 員) 実 施 月 日 講 習 会 場 申 請 書 提 出 先
申 請 期 間

(申請方法)

徳 島 県
(各 60人 )

第 1種
11月 20・ 21・ 22日

徳島県 」A会館
(本館 8F2号室)
徳島市北佐古一番町

5‐12

letl徳島県消防設備保守協会
0770-0939 徳島市かちどき橋
1-41 徳島県林業センター 4階
2,088‐ 622‐0140

10月 1日 ～15日

(持参又は郵送)第 2種
11月 27・ 28・ 29日

愛 媛 県
(各90人 )

第 1種
10月 23・ 24・ 25日 愛媛県水産会館

松山市二番町 4‐ 6‐ 2

側愛媛県消防設備保守協会
0フ90-0002 松山市二番町
4‐ 4-4 愛媛県建設会館内

で
'089‐

933‐ 1085

9月 24日
～10月 5日

(持参又は郵送)第 2種
11月 7・ 8・ 9日

鹿 児 島県

(各 100人 )

第 1種
10月 10・ 11・ 12日 かごしま県民

交流センター

鹿児島市山下町14-50

ll鹿児島県消防設備安全協会
0892-0854 鹿児島市長田町 1-16

NSビル 3階
てヽ099-226-1780

9月 10日 ～25日

(持参又は郵送)第 2種
10月 24 25・ 26日

(公財):公益財団法人、(―財):一般財団法人、(公41):公益社団法人 (―社):一般社団法人

注 1 受講申請書類は この予定表の「申請書提出先」へ提出してください。
2 申請期間内であっても定員に達し次第締め切りますので、申請期間内において早めに申請してください。
3 受講申請書類を直接「申請書提出先」に持参する場合の受付事務は 月曜日から金曜日の午前9時から午後5時までの時間に行います。
なお、土曜日、日曜日及び祝祭日は、受付事務を行いません。

4 郵送の場合、消印有効です。
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第 1種消防設備点検資格者再講習実施予定表
(平成24年 10月 ～12月 期分)

受 講 地
(定 員) 実 施 月 日 再 講 習 会 場 申 請 書 提 出 先 細川輔喘
北 海 道
(各240人 )

10月 2日
北海道自治労会館
札幌市北区北 6条西 7

(―社)北海道消防設備協会
0060‐0004 オL幌市中央区北4条

西 5丁 目 l番地 4
三井生命札幌共同ビル 3階

Zヽ011‐ 205-5951

8月 16日 ～31日

(持参又は郵送 )
10月 4日

青 森 県

(110人 )
11月 27日

青森国際ホテル

青森市新町 1‐ 618

lltl青森県消防設備保守協会
3030‐0822 青森市中央 3-20■ 2

青森県警察本部
交通管制センター内

で
'017-732‐

5100

10月 5日～22日
(持参又は郵送)

千 葉 県

(各 130人 )

10月 23日
千葉県自治会館
千葉市中央区中央

4-17-8

0千葉県消防設備協会
0260-0801 千葉市中央区
仁戸名町666‐ 2 消防会館内

〔,043‐ 268‐ 6033

9月 10日～14日
(郵送のみ)

12月 6日

10月 29日 ～

11月 2日
(郵送のみ )

東 京 都

(各 180人 )

10月 3 日

マツダ八重洲通ビル

9階大ホール
中央区八丁堀 1-107

(公財)東京防災救急協会
0101-0041 千代田区神田須田町
1-34‐ 4 神田グロウビル 1階

`,03-5295-3080

8月 13日～17日
(持参又は郵送 )

10月 12日
8月 20日 ～24日
(持参又は郵送 )

10月 30日
9月 10日 ～14日
(持参又は郵送 )

10月 1日 ～ 5日
(持参又は郵送 )11月 12日

10月 9日 ～12日
(持参又は郵送 )11月 28日
10月 29日 ～

11月 2日
(持参又は郵送 )

12月 13日

富山県

(100人 )
12月 4日

富山県市町村会館
富山市下野9953

偶ガ富山県消防設備保守協会
T939-8201  曜冒「ЦThイZEttm1 4-5-20

富山県防災センター内
て,076-422‐ 1135

10月 15日 ～31日

(持参又は郵送 )

石 川 県

(64人 )
11月 27月

石川県地場産業振興
センター

金沢市鞍月 21

lll石りII県消防設備協会
r921‐ 8043  `蚤

"民

司ド2ヨ舅是5‐ 93
石川県浄化槽会館 2階

て,076-242‐ 2882

10月 15日 ～25日

(郵送のみ)

愛 知 県

(各 170人 )

11月 1日 愛知県女陛総合センター

(ウ ィルあいち)大会議室
名古屋市東区上堅杉町 1

帥愛知県消防設備安全協会
0461-0011 名古屋市東区白壁

1‐50 愛知県自壁庁舎内
Z,052-962-0707

9月 20日～27日
(持参又は郵送 )

6 日

大 阪 府

(各 150人 )

10月 2日

たかつガーデン

(大阪府教育会館)
大阪市天王寺区

束高津町 7-11

倶ガ大阪府 消防設備協会
‐ 540-0032 大阪市中央区天満橋
京町 213 ワキタ天満橋 ビル内
でヽ 06-6943‐ 7654

8月 17日 ～29日

(持参又は郵送 )10月 4日

11月 28日
10月 5日 ～18日
(持参又は郵送 )12月 5 日

奈 良 県

(120人 )
11月 12日

奈良県中小企業会館
奈良市登大路町381

0奈良県防災安全協会
0630‐8301 奈良市高畑町‖16‐ 6

なら土連会館
Z'0742-22-2119

9月 11日～21日
(持参又は郵送)

島 根 県

(100人 )
11月 27日

くにびきメッセ

松江市学園南 1‐ 21

個島根県消防設備協会
qヮ690-8501  オ公シエアド凛,日丁1

島根県庁舎内
Zヽ0852-22‐ 6828

10月 1日 ～25日
(持参又は郵送 )
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地
即
講受
眈 実 施 月 日 再 講 習 会 場 申 請 書 提 出 先

申 請 期 間
(申請方法)

山 口 県

(144人 )
11月 8日

カリエンテ山口

(山口県婦人教育文化会館)
山口市湯田温泉 5‐ 11

働山口県消防設備協会
o,753‐ 0821  口L口司ド夢ぎ2-5-69

山口県葵庁舎 2階

`,083-923‐
7778

9月 5日 ～19日
(持参又は郵送 )

愛 媛 県

(150人 )
11ブヨ14日

松山市総合
コミュニティセンター

松山市湊町 7‐ 5

側愛媛県消防設備保守協会
●レ790-0002  1公 LЦ司ド三二摺『

口丁4‐ 4-4
愛媛県建設会館内

て,089‐933-1085

9月 24日
～10月 5日

(持参又は郵送)

長 崎 県

(70人 )
11月 8日

長崎県勤労福llL会館
長崎市桜町 96

(一財 )長崎県消防設備協会
0850‐0027 長崎市桶屋町50-1

杉本ビル 3階
2'095‐ 827‐4756

9月 18日
～10月 4日

(持参又は郵送 )

鹿児島県

(100人 )
11'113日

かごしま県民交流
センター

鹿児島市山下町14-50

lu・鹿児島県消防設備安全協会
c,892-0854  燿電り巳涯諄司けJttE日口丁1 ‐16

NSビル 3階
Z,099-226-1780

9月 10日
～10月 5日

(持参又は郵送 )

(公財):公益財団法人 (―財):一般el団法人、(公社):公益社団法人、(―社):一般社団法人

注 1 受講申請書類は、この予定表の「申請書提出先Jへ提出してください。
2 申請期間内であっても定員に達し次第締め切りますので、申請期間内において早めに申請してください。
3 受講申請書類を直接「申請書提出先」に持参する場合の受付事務は、月曜日から金曜日の午前 9時から午後 5時 までの時間に行います。
なお 土曜日、日曜日及び祝祭日は、受付事務を行いません。
4 郵送の場合 消印有効です。

=受講者の皆様へ=
免状有効期限の日が平成24年 4月 1日以降の場合、その有効期限の日は平成25年 3月 31日 までとなります。
この期限までに再講習の受講が義務付けられていますので、再講習実施予定表 (10～ 12月 期)及び年FEl予定表において再講習の受講
をお考えください。
なお、年度末に実施する再講習につきましては 受講申請が集中し、早期に締め切る場合がありますので、早めの受講をお願いいた
します。

※ 再講習受講案内Pl「受講対象者」欄参照
※ 再講習受講期限の延長については、再講習受講案内P2「再講習受講期■の延長J欄参照
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第 2種消防設備点検資格者再講習実施予定表
(平成24年 10月 ～12月 期分)

地
即
講受
碇 実 施 月 日 再 講 習 会 場 申 請 書 提 出 先

申請期 間
(申請方法)

北 海 道

(各 240人 )

10月 3日
北海道自治労会館
札幌市北区北 6条西 7

(―社 )北海道消防設備協会
こ060-0004 札幌市中央区北 4条

西 5丁 目 1番地 4
三井生命札幌共同ビル 3階

で
'011-205-5951

8月 16日 ～31日

(持参又は郵送 )
10月 5日

青 森 県

(110人 )
11月 28日

青森国際ホテル

青森市新町 1618

14J青森県消防設備保守協会
0030-0822 青森市中央 3-20‐ 12

青森県警察本部
交通管制センター内

2'017-732-5100

10月 5日～22日
(持参又は郵送 )

千 葉 県

(各 130人 )

10月 24日
千葉県自治会館

千葉市中央区中央
4-17-8

1411千葉県消防設備協会
0260‐0801 千葉市中央区
仁戸名町666-2 消防会館内

で,043‐268-6033

9月 10日～14日
(郵送のみ)

12月 7日
10月 29日 ～

11月 2日
(郵送のみ )

東 京 都

(各 180人 )

10月 5日

マツダ八重洲通ビル

9階大ホール
中央区八丁堀 1107

(公財)東京防災救急協会
0101‐0041 千代田区神田須田町
1-34-4 神田グロウビル 1階

で,03-5295-3080

8月 13日 ～17日

(持参又は郵送 )

10ブヨ15日
8月 20日 ～24日
(持参又は郵送 )

10月 31日

11月 14日

9月 10日 ～14日

(持参又は郵送 )
10月 1日 ～ 5日
(持参又は郵送 )

10月 9日 ～12日

(持参又は郵送 )11り129日
10月 29日 ～

11月 2日
(持参又は郵送 )

12月 14日

富山県
(100ノ、)

12月 5日
富山県市町村会館
富山市下野9953

倶ガ富山県消防設備保守協会
o,939‐ 8201  層言LL司ドイと匡目田丁4-5‐ 20

富山県防災センター内
で
'076‐
422-1135

10月 15日～31日

(持参又は郵送 )

石 川 県

(64人 )
11月 28日

石川県地場産業振興
センター

金沢市鞍月 21

個石川県消防設備協会
oレ 921‐8043  `≧

"民

¬F2ξ夕た5-93
石りll県浄化槽会館 2階

を
'076‐
242-2882

10月 15日 ～25日

(郵送のみ)

愛 知 県
(各 170人 )

11月 2日 愛知県女性総合センター

(ウ ィルあいち)大会議室
名古屋市東区上堅杉町 1

侵う愛知県消防設備安全協会
0461‐0011 名古屋市東区白壁

1-50 愛知県自壁庁舎内
で,052‐962-0707

9月 20日 ～27日
(持参又は郵送 )11月 7日

大 阪 府
(各 150人 )

10月 3日

たかつガーデン

(大阪府教育会館 )
大阪市天王寺区

東高津町 711

倶う大阪府消防設備協会
0540‐0032 大阪市中央区天満橋
京町 2-13 ワキタ天満橋 ビル内
Z,06-6943-7654

8月 17日 ～29日
(持参又は郵送 )10月 5日

11月 29日
10月 5日～18日
(持参又は郵送 )12月 6日

奈 良 県

(120人 )
11月 13日

奈良県中小企業会館
奈良市登大路町381

い奈良県防災安全協会
こ6308301 奈良市高畑町1116-6

なら土連会館
で,0742-22-2119

9月 11日 ～21日

(持参又は郵送 )

島 根 県

(100人 )
11月 28日

くにびきメッセ
松江市学園南 121

lll)島根県消防設備協会
T690-8501  北公シI搬 口丁1

島根県庁舎内
てヽ0852-22-6828

10月 1日 ～25日

(持参又は郵送 )
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受 講 地
(定 員) 実 施 月 日 再 講 習 会 場 申 請 書 提 出 先

申請 期 間
(申請方法 )

山 口 県

(144人 )
11月 9日

カリエンテ山口

(山 口県婦人教育文化会館)
山口市湯田温泉 511

働山口県消防設備協会
o753‐0821  山口市葵 2-5‐ 69

山口県葵庁舎 2階
で,083‐923‐ 7778

9月 5日 ～19日

(持参又は郵送)

愛 媛 県

(150人 )
11月 15日

松山市総合
コミュニティセンター

松山市湊町 7‐ 5

側愛媛県消防設備保守協会
oレ790-0002  オ公IL司F三二籠摩田T4-4-4

愛媛県建設会館内
鷲
'089-933-1085

9月 24日
～10月 5日

(持参又は郵送 )

長 崎 県

(70人 )
11月 9日

長崎県勤労福社会館
長崎市桜町96

(―財 )長崎県消防設備協会
0850-0027 長崎市桶屋町50-1

杉本ビル 3階
Z'095‐ 827‐4756

9月 18日
～10月 4日

(持参又は郵送 )

鹿児島県

(100人 )
11月 14日

かごしま県民交流
センター

鹿児島市山下町14‐ 50

問鹿児島県消防設備安全協会
く,892‐0854  雇

=児
差計」FfttE日口丁1 -16
NSビル 3階

`'099-226-1780

9月 10日
～10月 5日

(持参又は郵送 )

(公財):公益財団法人、〈―財):一般財団法人 (公社):公益社団法人、(―社):一般社団法人

注 1 受講申請書類は、この予定表の「申言青書提出先Jへ提出してください。
2 申請期間内であっても定員に達し次第締め切りますので、申請期間内において早めに申請してください。
3 受講申請書類を直接「申請書提出先」に持参する場合の受付事務は 月曜日から全曜日の午前 9時から午後 5時までの時間に行います。
なお、土曜日、日曜日及び祝祭日は、受付事務を行いません。

4 郵送の場合、,肖 FD有効です。

=受講者の皆様へ=

晉総島積響58暑欝昴 9紫 itヽ,9'2習野皐暑臭託挙巽多ll誤号欝轟菰ち1セ鳥高1予定表において再講習の受講
をお考えください。
なお、年度末に実施する再講習につきましては、受講申請が集中し、早期に締め切る場合がありますので、 1め の受講をお願いいた
します。

※ 再講習受講案内Pl「受講対象者J欄参照
※ 再講習受講期限の延長については、再講習受.ll案内P2「再講習受講則〕■の延長」欄参照
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(平成24年 10月 ～12月 期分)

受 講 地
(定 員 ) 実 施 月 日 講 習 会 場 申 請 書 提 出 先

申 請 期 間
(申請方法)||

宮 城
(50人 )
県
10月 2日 ～ 5日

フォレス ト仙台ビル

仙台市青葉区柏木
1-2-45

(公社 )仙台市防災安全協会
oラ981-0933
仙台市青葉区柏木 1.2.45

フォレス ト仙台ビル 3階
2'022‐271‐ 1211

8月 20日～31日 |

(持参又は郵送)

埼 玉 県
(60人 )

10月 15日 ～18日
埼玉県農業共済会館
さいたま市大宮区

Jヒ4ミ田11_340

0さ いたま市防火安全協会
oヮ330-0834
さいたま市大宮区天沼町 1-893
さいたま市防災センター内

8048-640-3011

8月 1日 ～13日
(持参又は郵送)

東 京 都
(100人 )

12月 17日 ～20日
マツダ人重洲通ビル

9階大ホール
中央区八丁堀 1 lo 7

(公財 )東京防災救急協会
,ヮ101-0041
千代田区神田須田町 1-34-4

神田グロウビル 1階
Zヽ03-5295-3080

10月 29日
～11月 7日

(持参又は郵送)

愛 知 県
(50人 )

11月 6日 ～ 9日
防火管理研修センター
名古屋市中区栄 1‐23-13
伏見ライフプラザ 6階

IEll日本消防設備安全センター
業務部名古屋事務室
に,460-0008

名古屋市中区栄 1-22-16
ミナミ栄ビル510

Z'052‐218‐ 5075

9月 3日 ～14日
(郵送のみ)

防火対象物点検資格者講習実施予定表

71, 受講申請書類は、この予定表の [申請書提出先Jへ提出してくださぃ。2 申請期間内であっても定員に達し次第締め切りますので、申請期間内において早めに申請してくださぃ。3 受講申請書類を直1姜「申請書提出先」に持参する場合の受付事務は、月曜日から金曜日の午前9時から午後5時までの時間に行います。なお 土曜日、日曜日及び祝祭日には、受付事務を行いません。
4 郵送の場合 ,肖印有効です。
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防火対象物点検資格者再講習実施予定表
(平成24年 10月 ～12月 期分)

受 講 地

(定 員) 実 施 月 日 再 講 習 会 場 申 請 書 提 出 先
申 請 期 間
(申請方法)

宮 城 県
(50人 )

12チヨ14日
フォレス ト仙台ビル

仙台市青葉区柏木
1-245

(公社)仙台市防災安全協会
oヮ981-0933

仙台市青葉区柏木 1‐ 2-45
フォレス ト仙台ビル 3階

`,022-271-1211

10月 29日

～11月 9日

(持参又は郵送 )

埼 玉
(60人 )

県
10月 30日

埼玉県農業共済会館

さいたま市大官区北袋町
1-340

4tさ いたま市防火安全協会
o,330-0834
さいたま市大宮区天沼町 1‐893

さいたま市防災センター内
2,048‐ 640‐ 3011

8月 20日～31日
(持参又は郵送 )

東 京 都
(100人 )

10ナヨ22日
マツダ八重洲通ビル

9階大ホール
中央区八丁堀 1‐10‐ 7

(公財 )東京防災救急協会
く,101-0041

千代田区神田須田町 1-34-4
神田グロウビル 1階

で,03‐5295-3080

8月 28日
～ 9月 6日

(持参又は郵送 )

神 奈 川 県

(50人 )
12月 7日

川崎市中原消防署
4階講堂
川崎市中原区新丸子東

3-1175-1

lB4111崎市消防防災指導公社
e,210-0846

川崎市川崎区小田 7-3-1

`,044-366-8721

10月 15日

～11月 2日

(持参又は郵送)

愛 知
(50人 )

県
10月 12日

防火管理研修センター

名古屋市中区栄 1-23‐ 13

伏見ライフプラザ 6階

0日本消防設備安全センター
業務部名古屋事務室
c,460-0008

名古屋市中区栄 1‐22-16

ミナミ栄ビル510

`,052‐
218-5075

8月 13日 ～24日

(郵送のみ)

大 阪 府
(100人 )

11月 15日

大阪市立阿倍野
防災センター

(あべのフオルサ 3階 )
大阪市阿倍野区阿倍野筋

3-13‐ 23

団大阪市消防振興協会

事業課請習係
oレ550-0002

大阪市西区江戸堀 l‐24-18

`,06‐
6459-1500

9月 28日
～10月 12日

(持参又は郵送 )

兵 庫 県
(120人 )

10月 25日

神戸市防災
コミュニテイセンター

神戸市長田区北町
3-4‐ 8

(―財 )神戸市都市整備公社

防災講習センター

型ヮ651‐ 0096

神戸市中央区雲井通 5‐ 3‐ 1

サンパル 2階
2'078‐ 291-9870

8月 13日
～ 9月 10日

(持参又は郵送 )

岡 県
(150人 )

百
ロ

11月 28日

福岡市民防災センター

福岡市早良区百道浜
1‐ 3‐ 3

lul福岡市防災協会
oレ814-0001

福岡市早良区百道浜 1-3-3
福岡市民防災センター内

で,092-847‐ 5990

10月 5日 ～19日

(持参又は郵送)

(公財):公益BIEl法人、(―財):一般財団法人 (公社):公益社団法人、(―社):一般社団法人

注1 受講申請書類は、この予定表の「申請書提出先」へ提出してください。
2 申請期間内であっても定員に達し次第締め切りますので、申請

霧胃,胃纏讐ふ:菫橿官雰単轟 僣泉ゞ年後5時 までの時間に行います。3 受講申請書類を直接「申講書提出先」に持参する場合の受付事務
なお 土曜日、日曜日及び祝祭日は 受付事務を行いません。
4 郵送の場合、消印有効です。

=受講者の皆様へ=

番扮嘉徴誓曝2具事椰 9猾拿しヽま9傷認ぽ峰峯暑奨饉 儡 予定表において再講習の受講

を
な重i凛釜彙に1施する再講習につきましては、受講申請が集中し、早期に締め切る場合がありますので、早めの受講をお願

いいた

します。

※ 再講習受講案内Pl「受講対象者J欄参照       _   _ _ __ … ―
※ 再講習受講期限の延長については、再講習受講案内P2「再講習受講期限の延長」欄参照
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事 務 局 だ よ二り

◎組合事務局夏季休暇は次の通りです。よろしくお願いします。

8月 13日 (月 )～ 15日 (水 )

◎ 組合新規加入
(株)カ ワカミ消防設備   代表取締役 川上治実
住所 〒335-0034
埼玉県戸田市笹 目5-11-10
電  話  048-449-7555
FAX 048-485-9668

住所移転

(株)ワール ド

新住所  〒 173-0025
東京都板橋区熊野町 39-7
電 話  03-3958-1119
FAX 03-3958-1117

◎共済制度について

●消防設備保守 。点検・設置工事等の賠償責任保険 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店 。株式会社サンリビング)と 提携
しています。請負業者賠償責任保険 。生産物 (完成工事)賠償責任保険・
受託者賠償責任保険がセットになつた総合型の保険です。

●自動車共済制度 :

関東自動車共済共同組合と提携しています。

● 団体傷害補償制度 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店・株式会社サンリビング)と 提携
しています。

◎ ご注文は今後もFAXでお願いします。
組合員の皆様には、いつも FAXで ご注文をいただき誠にありがとうござ
います。ご注文の商品名・数量等間違いのない納品をさせて頂くために、
ご注文は今後ともFAXでお願いいたします。
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